
全
・
ゆ
£
荷
、
伊
ル

第
十
八
巻
第
二
競
昭
和
三
十
四
年
十
月
護
行

明
代

預

備

倉

と

祉

倉

の

星

斌

夫
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明
代
の
救
荒
施
設
と
し
て
は
、
預
備
倉
が
も
っ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
州
豚
の
、
四
郷
に
お
か
れ
、
皇
内
の
篤
賓
段
富
に
し
て

教
化
・
裁
判
の
こ
と
を
つ
か
さ
ど
る
里
老
人
の
管
理
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
、
自
治
的
な
色
彩
を
も
っ
施
設
の
よ
う
に
は
見
え
た
が
、
他
面
で
は
、

そ
の
倉
本
が
、
昔
初
か
ら
官
紗
に
よ
る
緯
米
で
あ
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
の
ち
に
は
、
運
替
・
管
理
の
全
面
に
わ
た
っ
て
、
官
治
的
な
色
彩

が
濃
く
な
っ
て
い
く
よ
う
に
見
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
明
代
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
、
従
来
の
常
卒
倉
・
義
倉
・
吐
倉
な
ど
の
救
荒
施
設
も

あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
機
能
に
消
長
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
費
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
機
能
の
消
長
が
、
預
備
倉
を
も
ふ
く
め
て
、
こ
れ

ら
の
諸
倉
の
聞
で
、
ど
ん
な
閥
係
に
お
い
て
あ
ら
わ
れ
て
い
た
か
は
、
必
ら
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
'な
い
。
小
稿
は
、
そ
こ
に
一
つ
の
'

解
答
を
興
、
え
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

117 
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す
で
に
別
稿
に
の
べ
た
よ
う
に
、
預
備
倉
は
洪
武
の
は
じ
め
に
自
然
護
生
的
に
は
じ
ま
り
、
'
永
繁
か
ら
宣
徳
に
か
け
て
は
衰
微
し
た
が
、
正

統
五
年
、
官
治
的
色
彩
を
濃
化
し
て
復
興
し
て
か
ら
は
、
お
お
む
ね
よ
く
普
及
し
、
弘
治
年
間
に
至
っ
て
、
も
っ
と
も
よ
く
行
わ
れ
た
よ
う
で

あ
れ
。
し
か
し
、
明
史
時
七
倉
庫
に
よ
れ
ば
、
嘉
靖
年
聞
に
は
、
「
預
備
に
粒
米
無
し
」
の
吠
態
で
あ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
隆
慶
寓
暦
年

間
に
至
つ
て
は
、
右
に
つ
づ
い
て
、
隆
康
時
。
劇
郡
無
遇
六
千
石
。
小
邑
止
千
石
。
久
之
数
益
減
。
科
罰
亦
盆
軽
。
蔦
暦
中
。
上
州
都
至
三
千

石
止
。
而
小
邑
或
僅
百
石
。
有
司
沿
借
用
具
文
。
震
下
詔
申
筋
。
率
以
虚
数
欺
閤
而
己
。
と
あ
る
よ
う
に
、
さ
き
に
定
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
、
倉

本
の
確
保
策
に
つ
い
て
の
詳
細
な
規
則
は
守
ら
れ
ず
に
、
し
だ
い
に
貯
積
量
が
減
じ
て
し
ま
い
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
紋
態
を
も
た
ら
し
た
責
任

に
劃
し
て
課
せ
ら
れ
る
筈
で
あ
っ
た
所
管
官
吏
へ
の
罰
則
も
き
び
し
く
は
行
わ
れ
ず
、
震
に
時
と
と
も
に
空
乏
化
し
て
い
く
の
が
賓
情
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
園
朝
典
業
団
一
倉
儲
に
み
え
る
嘉
靖
二
十
年
山
東
部
按
毛
鵬
の
上
言
、
隆
慶
三
年
七
月
給
事
中
劉
縫

文
の
奏
一
一
言
、
賞
品
寝
屋
元
年
九
月
丁
卯
の
僚
の
戸
部
向
帯
百
馬
森
の
奏
疏
、
高
一
暦
曾
奥
一
寸
一
一
預
備
倉
の
、
蔦
一
暦
五
年
に
か
か
る
記
事
や
、
貫
録
寓

暦
八
年
間
四
月
乙
亥
の
僚
の
戸
部
の
議
な
ど
に
よ
っ
て
き
わ
め
て
確
か
な
事
賓
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
倉

本
の
十
分
な
確
保
の
た
め
に
、
官
治
的
色
彩
が
ま
す
ま
す
濃
く
な
り
、
し
だ
い
に
農
民
へ
の
重
匪
が
ひ
ど
く
な
っ
て
、
救
荒
と
い
う
農
民
の
利

益
を
も
た
ら
す
べ
き
施
設
と
し
て
の
、
本
来
の
意
義
を
失
っ
て
い
っ
た
蛍
然
の
蹄
結
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

巻
七

一
方
、
常
卒
倉
以
下
、
義
倉
・
祉
倉
な
ど
の
諸
倉
に
つ
い
て
は
、
明
史
九
倉
庫
に
は
、
弘
治
中
。
江
西
巡
撫
林
俊
請
建
常
卒
及
祉
倉
。
と

は
じ
め
て
そ
の
設
立
が
議
せ
ら
れ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
の
記
録
に
よ
る
と
、
決
し
て
こ
れ
が
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あ
っ
て
、
弘
治
年
間
に
お
い
て
、

は
じ
め
て
で
は
な
い
。
常
卒
倉
に
つ
い
て
は
、
貫
録
洪
武
十
年
正
月
丙
成
の
僚
に
よ
れ
ば
、
早
く
も
こ
の
年
、
張
致
中
が
そ
の
設
立
に
つ
い
て

上
言
し
、
悦
岳
の
古
銭
漫
現
に
よ
れ
ば
、
南
京
地
方
に
お
い
て
は
、
成
化
初
年
に
設
け
た
と
い
わ
れ
る
し
、
義
倉
や
祉
倉
に
つ
い
て
は
、
わ
た

し
の
知
る
限
り
で
は
、
貫
録
正
統
元
年
七
月
庚
成
の
僚
の
、
順
天
府
推
官
徐
郁
の
建
議
が
、
も
っ
と
も
早
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
す

な
わ
ち一
。
建
立
義
倉
。
本
以
済
民
機
。
，
一
瞬
止
一
・
二
所
。
民
居
星
散
。
賑
給
之
際
。
迫
呼
拘
集
。
動
滝
旬
月
。
不
兎
餓
李
。
乞
令
所
在
有
司
。
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設
社
一
倉
。
何
取
宋
儒
朱
一
一
一
素
之
法
。
参
酌
時
宜
。
定
震
規
輩
。
以
時
数
散
。
庶
荒
歳
一
有
備
而
無
患
。
:
:
:
上
以
所
言
甚
切
。
命
所
司
速
行

之。

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
以
前
、
す
で
に
義
倉
は
設
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
し
、
社
倉
も
そ
の
上
さ
ら
に
増
設
さ
れ
る
べ
ぎ
も

の
と
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
事
賞
、
天
下
郡
園
利
病
室
長
四
山
東
登
州
府
に
は
、
夫
社
倉
。
在
一
切
初
。
己
行
之
失
。
と
あ
っ
て
、
少
な
く
と
も

山
東
の
一
部
に
は
、
明
初
す
で
に
祉
倉
が
設
立
さ
れ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
し
、
談
遷一
の
園
権
に
は
、
成
化
二
十
一
年
三
月
突
巳
に
か
け
て
、

文
令
各
郡
勝
。
立
吐
倉
備
賑
。
従
馬
文
升
之
言
。
と
あ
っ
て
、
成
化
年
聞
に
は
各
地
に
普
及
し
た
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
乾
隆
紹

興
府
志
也
建
置
に
は
γ

府
下
の
蝶
一
臓
の
建
置
に
つ
い
て
、

蹟
p
・

義
倉
〔
幌
勝
志
〕
。
一
名
祉
倉
。
凡
因
。
倶
明
正
統
問
。
知
勝
田
平
字
建
。
宏
治
問
。
知
鯨
徐
怖
修
。
山
中
市
正
問
。
鯨
丞
周
士
達
重
修
。
今
担
。

と
あ
っ
て
、
こ
こ
に
い
う
よ
う
に
、
義
倉
と
祉
倉
と
が
同
じ
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
も
、
と
も
か
く
正
統
の
こ
ろ
に
義
倉
が
設
け
ら

れ
た
地
方
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
賓
と
し
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
'
こ
れ
ら
の
諸
倉
は
、
洪
武
・
正
統
・
成
化
・
弘
治
の
よ
う
な
、

預
備
倉
が
そ
の
機
能
を
比
較
的
よ
く
護
揮
し
て
い
た
時
期
に
お
い
て
も
存
在
し
、
預
備
倉
と
と
も
に
並
存
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
も
し
そ
れ
が
事
賓
な
ら
ぼ
、
明
史
に
見
え
る
と
乙
ろ
の
、
弘
治
年
聞
に
江
西
巡
撫
林
俊
が
常
卒
倉
及
び
祉
倉
の
設
立
を
請
、
っ
た
と
い
う
記

事
は
、
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
史
の
こ
の
記
事
の
出
典
は
明
ら
か
で
は
な
い
の
で
、
に
わ
か
に
こ
れ
を
信
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
か
り
に
こ
れ
を
信
ず
る
と
す
れ
ば
、
林
俊
の
上
言
以
前
に
は
、
常
卒
倉
・
祉
倉
は
、
も
し
設
立
さ
れ
て
い
た
ーと
し
て
も
パ
そ
れ
は
お
そ
ら

く
局
地
的
に
す
ぎ
な
い
程
度
で
あ
っ
て
、
全
局
的
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
‘採
る
に
足
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
、
‘
一
臆
、
.
考
え
ら
れ

よ
う
。
も
し
、
相
嘗
に
普
及
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
林
俊
の
上
言
は
あ
り
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
事
寅
こ
の
上
言
の
前

後
に
は
、
や
は
り
常
卒
倉
が
設
け
ら
れ
た
か
、
ま
た
は
設
け
ら
れ
る
形
勢
が
あ
っ
た
唱
す
な
わ
ち
、
賓
録
に
よ
る
と
、
常
卒
倉
に
つ
い
て
は
、
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弘
治
元
年
十
二
月
突
丑
の
僚
に
、
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命
南
京
戸
部
。
擁
徐
米
三
高
石
。
賑
腫
天
府
所
層
飢
民
。
米
乃
臨
舵
党
支
。
所
飴
寄
貯
常
卒
倉
者
也
。
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と
あ
り
、
同
二
年
十
二
月
丙
申
の
僚
に
、

南
京
戸
部
侍
郎
侯
賛
言
。
各
慮
歳
運
南
京
歳
糧
。
臨
船
免
支
。

三
月
積
出
。
徐
米
令
賞
子
依
糧
倉
井
常
卒
倉
。

と
あ
っ
て
、
少
な
く
と
も
南
京
周
過
な
ど
に
は
設
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
文
、
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
林
俊
の
上
言
は
江
西

そ
の
地
方
だ
け
に
つ
い
て
の
べ
た
も
の
に
す
ぎ
な
く
、

他
の
地
方
に
は
相
嘗
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
と
言
え
な
い
こ
と
も
な
い
。

巡
撫
と
し
て
、

そ
れ
に
し
て
も
)
弘
治
五
年
九
月
壬
午
の
僚
に
は
、
兵
科
給
事
中
央
世
忠
が
、
南
北
直
隷
・
山
東
・
河
南
・
湖
江
?
遼
東
等
の
地
方
の
災
害
に

際
し
て
、
常
卒
倉
が
最
も
効
果
的
な
救
荒
策
の
一
つ
で
あ
る
か
ら、

こ
れ
を
普
及
さ
せ
る
べ

き
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
の
、
康
範
な
地
域
を
封
象

と
し
て
の
上
言
を
な
し
、
そ
の
議
が
容
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
見
る
と
、
や
は
り
、
そ
れ
ま
で
は
、
そ
の
普
及
は
、
そ
れ
ほ
ど
康
範
一
に
は
及
ん

で
い
な
か
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
し
か
も
、
こ
の
の
ち
も
、

弘
治
末
か
ら
正
徳
に
か
け
て
は
、
常
卒
倉
に
よ
る
賑
悩
の
事
賓
は
あ
ま
り
見
出

さ
れ
ず
、
そ
の
普
及
の
程
度
に
は
、
疑
問
を
も
た
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
祉
倉
た
つ
い
て
も
、
賓
錬
弘
治
六
年
二
月
庚
子
の
僚
に
、
河
南
許
州
地
方
に
祉
倉
を
復
置
す
べ
き
こ
と
が
論
ぜ
ら
れ
、
十
三
年
正
月
己

卯
の
僚
に
、

巡
按
一
幅
建
監
察
御
史
胡
華
に
よ
っ
て
、
朱
子
の
法
に
倣
っ
て
祉
倉
の
充
賞
さ
れ
る
e

へ
き
こ
と
が
上
疏
さ
れ
、
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い
ず
れ
も
そ
の
議
が

所
司
に
下
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
果
し
て
そ
の
議
の
ご
と
く
賓
施
に
う
つ
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
明
記
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
し
か

も
ま
た
、
正
徳
年
聞
に
お
い
て
は
、
祉
倉
に
つ
い
て
の
記
録
を
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
も
し
設

い
ず
れ
も
局
地
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
貫
録
嘉
靖
八
年
三
月
甲
辰
の
僚
に
、
次
の
記
事

け
ら
れ
た
に
し
て
も
、

が
あ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
社
倉
は
、
こ
こ
に
至
つ

て
は
じ
め
て
、
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
0
1

即
ち、

兵
部
左
侍
郎
王
廷
相
言
。
遡
来
各
省
歳
機
民
且
相
食
。
皇
上
命
虚
郡
園
倉
麿
。
以
賑
之
。
猶
不
能
足
。
所
以
然
者
。
以
備
不
竣
故
也
。
備

之
之
政
。
莫
過
於
古
之
義
倉
。
、臣
嘗
倣
其
遺
意
。
参
較
之
。
若
立
倉
於
州
照
。
則
倉
立
窮
郷
。
下
壌
百
星
就
根
。
旬
日
待
姥
。
非
政
之
善

一
村
之
問
。
約
二
・
三
百
家
。
震
一
舎
。
毎
月
一
事
。
第
上
・
中
・
下
戸
。
掲
莱
多
寡
。
各

貯
於
倉
。
而
推
有
徳
者
。
震
祉
長
。
善
慮
事
能
曾
計
者
副
之
。
若
遭
荒
歳
。
則
計
戸
而
散
。
先
中
・
下
者
。
後
及
上
戸
。
上
戸
責
之
償
。

者
。
臣
以
信
用
。
宜
貯
之
塁
社
。
定
震
規
式
。



島中
・
下
者
兎
之
。
凡
給
貸
悉
聴
於
民
第
。
令
登
記
登
冊
籍
。
以
備
有
司
稽
考
。
'
則
既
無
官
府
編
審
之
繁
。
亦
無
奔
走
道
路
之
苦
。
因
是
。

可
寓
保
甲
以
拝
盗
。
寓
郷
約
以
敦
俗
。
一
法
立
市
三
善
具
失
。
下
戸
部
o
a
覆
如
其
言
。
上
田
。
此
備
荒
要
務
。
其
如
議
行
。

と
。
義
倉
は
州
豚
に
置
か
れ
る
例
で
あ
る
た
め
に
、
A

一
品
な
賑
他
の
要
に
臆
ず
る
に
は
不
便
鍛
陥
が
あ
る
と
し
て
、
よ
り
狭
小
な
地
域
で
あ
る
霊

祉
を
皐
位
と
し
、
、
一
定
の
規
式
の
も
と
に
貯
積
倉
を
設
け
る
必
要
を
読
き
、
そ
の
方
法
を
上
言
し
、
そ
の
承
認
許
可
を
得
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
救
荒
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
そ
の
奉
仕
地
域
の
大
小
が
、
そ
の
賑
値
作
業
の
成
否
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、

と
く
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
文
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
限
ら
れ
た
一
地
方
を
劃
象
と
し
て
論
じ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
文
首
に
明
ら

か
な
よ
う
に
、
贋
く
各
省
を
封
象
に
し
た
針
策
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
に
類
似
し
た
記
事
は
、
高
一
暦
曾
典
均
一
一
倉
一
関
に
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、

〔
嘉
靖
〕
八
年
題
准
。
各
鹿
撫
按
官
設
立
義
倉
。
令
本
土
人
民
。
毎
二
・
一
-
一
十
家
。
約
帰
一
舎
。
毎
曾
共
推
家
道
股
賞
。
素
有
徳
行
「
人
。

篤
吐
首
。
慮
事
公
卒
一
人
。
'
震
祉
正
。
禽
書
算
一
人
。
潟
社
副
。
毎
朔
望
一
舎
。
分
別
等
第
。
上
等
之
家
。
出
米
四
斗
。
中
等
二
斗
。
下

等
一
斗
。
毎
斗
加
耗
五
合
入
倉
。
上
等
之
家
主
之
。
但
遇
荒
年
。
上
戸
不
足
者
量
貸
。
豊
一
年
照
数
還
倉
。
中
・
下
戸
酌
量
賑
給
o
e
不
復
還

倉
。
各
府
州
鯨
造
情
。
詮
撫
按
査
考
。
一
年
査
算
倉
米
一
次
。
若
虚
即
罰
禽
首
。
出
一
年
之
米
。

t

と
あ
る
。
た
だ
こ
こ
に
は
、
義
倉
と
は
っ
き
り
書
い
て
い
る
が
、
t

こ
こ
に
説
明
さ
れ
て
い
る
倉
の
内
容
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ
は
明
史
鳩
七
倉

庫
に
い
う
よ
う
に
、
明
ら
か
に
祉
倉
で
あ
っ
て
、
義
倉
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
、
前
に
引
用
し
た
賓
録
の
記
事
を
誤
解
し
た
か
、
ま
た
は
社
倉

と
義
倉
と
を
同
一
視
し
た
か
、
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
の
ち
に
第
四
節
に
お
い
て
述
べ
る
こ
と
と
し
て
保
留
す
る
。
と
も
か
く
、
こ

う
し
て
、
嘉
靖
八
年
に
お
い
て
、
社
倉
は
全
国
を
施
行
匿
域
と
し
て
賓
施
さ
れ
る
べ
き
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
に
紛
れ
は
な
い
止
う
で
あ
る
。
こ

う
見
て
く
る
と
、
少
な
く
と
も
枇
倉
は
、
林
俊
の
上
言
以
前
に
お
い
て
は
、
全
図
的
に
普
及
し
て
い
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
ず
、
ご
く
限
ら
れ

た
地
方
に
、
そ
の
地
方
の
特
殊
事
情
に
も
と
、
つ
い
て
設
け
ら
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
従
っ
て
そ
れ
が
全
園
的
に
行

わ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
や
は
り
嘉
靖
八
年
の
こ
の
上
言
を
動
機
と
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
最
後
に
義
倉
で
あ
忍
が
、
と

121 

一一5-



122 

れ
に
つ
い
て
は
紋
述
の
便
宜
上
、
次
ー節
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
す
る
が
、
義
倉
は
と
も
か
く
、
常
卒
倉
・
祉
倉
の
二
倉
は
、
そ
の
普
及
の
程
度
に
お

い
て
、
嘉
靖
こ
ろ
ま
で
は
そ
れ
ほ
ど
目
立
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
次
に
は
、
嘉
靖
以
後
、
右
の
三
倉
の
賞
情
が
果
し
て
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
常
卒
倉
に
つ
い
て
は
、
徐

光
啓
の
農
政
全
書
時
四
備
荒
考
下
に
、

張
朝
瑞
建
議
常
卒
倉
顕
目
。
伏
観
大
明
禽
典
。
:
:
:
今
之
談
荒
政
者
。
不
越
二
端
。
日
義
倉
。
自
社
倉
。
此
預
備
而
飲
散
者
也
。
日
卒
耀
。

日
常
卒
。
此
預
備
而
耀
擢
者
也
O

i
---
四
郷
之
吐
倉
。
以
待
数
徴
。
然
易
散
難
徴
。
其
弊
頗
多
。
惟
常
卒
倉
。
胡
端
敏
公
所
謂
不
必
更
矯

立
倉
。
就
嘗
蔵
穀
於
四
郷
倉
之
側
者
。
其
法
専
主
鰹
躍
。
而
擢
本
常
存
。
葦
不
費
之
悪
。
其
葱
易
編
。
弗
損
之
盆
。
其
盆
無
方
。
誠
救
荒

之
良
策
事
矢
。
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と
あ
る
。
張
朝
瑞
に
つ
い
て
は
、
隆
慶
の
進
士
で
あ
る
こ
と
が
確
か
で
あ
る
だ
け
で
、
そ
の
生
卒
年
を
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
け

れ
ど
も
、
高
層
の
こ
ろ
に
祉
禽
的
活
動
を
し
た
人
と
す
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
先
に
は
弘
治
年
間
に
も
林
俊
に
よ
る
常
卒
倉

設
立
に
つ
い
て
の
上
奏
が
あ
り
、
今
ま
た
こ
と
に
同
じ
よ
う
に
詳
細
な
建
議
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
常
卒
倉
も
ま
た
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
は
、

そ
れ
ほ
ど
贋
く
は
普
及
さ
れ
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
も
し
盛
ん
に
普
及
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
や
は
り
こ
の
再
度
の
建
議
は
不
要
で
あ
っ

た
ろ
う
し
、
事
賞
、
本
格
的
に
普
及
し
た
時
期
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
再
度
の
建
議
が
な
さ
れ
た
頃
以
後
の
こ
と
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
、
貫
録
に
よ
れ
ば
、
嘉
靖
隆
慶
年
聞
に
は
、
そ
れ
と
思
わ
れ
る
記
録
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
よ
う
や
く
寓
暦
に
入
っ

て
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
高
磨
十
四
年
十
一
月
丁
酉
の
僚
に
、

戸
部
覆
。
河
南
撫
按
題
倉
康
一
事
議
。
勝
常
苓
倉
。
悉
如
所
議
。
姑
待
来
歳
秋
収
之
後
奉
行
。
:
:
:
上
従
之
。

， 

‘ 

と
あ
っ
て
河
南
地
方
の
常
卒
倉
に
つ
い
て
記
し
、
十
六
年
間
六
月
乙
酉
の
僚
に
は
、
険
酉
・
山
西
地
方
の
災
害
に
あ
た
っ
て
の
、
戸
部
の
覆
奏



を
あ
げ
て
、

今
操
直
省
奏
報
。
緯
本
各
有
剰
品
開
。
宜
十一乗
葱
憂
婆
頗
収
。
官
矯
靖
債
和
籍
。
貯
常
卒
倉
。
以
備
異
日
不
測
。

と
あ
り
、
二
十
三
年
六
月
戊
申
の
僚
に
、

直
隷
巡
撫
夢
得
請
。
以
殖
銀
二
高
四
千
雨
。
分
給
畿
南
四
郡
。
量
地
方
大
小
。
民
生
貧
富
。
擢
穀
貯
倉
。
倣
古
常
卒
之
法
。
以
備
災
荒
。

戸
部
覆
。
従
之
。

と
あ
る
よ
う
に
、
直
隷
地
方
に
も
常
卒
法
の
施
行
が
見
ら
れ
、

一二
十
九
年
十
一
月
丙
子
の
僚
に
は
、
一
隅
建
巡
撫
金
皐
曾
設
立
常
卒
倉
。
と
あ
っ

て
、
幅
建
地
方
に
も
行
わ
れ
、
三
十
九
年
四
月
丙
申
の
僚
に
は
、

、巡
按
遼
東
御
史
熊
廷
弼
上
設
立
常
卒
倉
。
括
鍍
籍
備
法
之
数
。
と
あ
っ
て
、

遼
東
方
面
に
も
施
行
さ
れ
た
ほ
か
、
さ
ら
に
、
乾
隆
杭
州
府
志
時
五
積
貯
に
は
、
銭
塘
一
腕
の
常
一
午
倉
に
つ
い
て
、
有
東
西
南
北
四
倉
。
明
蔦
一
磨

問
。
知
鯨
湯
休
建
。
倶
担
。
と
あ
り
、
海
寧
州
に
つ
い
て
、
常
卒
倉
。
在
鯨
西
七
十
三
歩
。
明
正
徳
問
。
知
牒
曹
珪
移
建
扶
辰
門
外
。
と
あ
り
、

民
園
海
寧
州
志
稿
寸
一
倉
儲
に
は
、
常
卒
倉
。
一
在
治
域
外
O
i
-
-
-
一
在
意
花
。
明
寓
一
暦
一
干
三
年
。
令
周
廷
参
建
。
と
あ
り
、
康
照
嘉
興
府

士
山
間
倉
厳
に
止
れ
ば
、
府
下
の
嘉
輿
豚
・
秀
水
豚
・
1

嘉
善
勝
・
海
瞳
豚
・
卒
湖
勝
・
石
門
鯨

・
桐
郷
鯨
な
ど
の
す
べ
て
の
牒
に
、
常
卒
倉
が
置

か
れ
た
の
は
、
高
暦
二
十
四
年
、の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
よ
う
に
、
新
江
地
方
に
も
康
く
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
康
範
な
普
及

は
、
貫
録
天
啓
五
年
八
月
戊
成
の
一僚
に
、

，司
科
給
事
中
潜
土
開
。
以
園
計
告
焼
。
疏
乞
持
各
府
州
鯨
預
備
常
卒
倉
穀
。
権
鰹
一
宇
助
工
。

ω
 

と
あ
る
よ
う
に
、
各
府
州
鯨
に
常
卒
倉
が
存
在
し
、
そ
の
倉
穀
が
園
計
の
一
助
に
利
用
さ
れ
た
ら
し
い
こ
と
で
も
う
な
ず
け
る
が
、
そ
の
贋
く

普
及
し
た
時
期
は
、
上
述
し
た
と
こ
ろ
か
ら
考
え
る
と
、
早
く
て
も
や
は
り
、
隆
慶
高
暦
以
後
と
見
る
の
が
至
賞
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
基
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
園
朝
典
聖
書
に
、

〔
嘉
靖
〕
十
四
年
。
全
州
知
州
林
元
秩
奏
請
。
設
立
社
倉
。
置
回
収
租
備
賑
。
時
州
民
越
希
予
織
穀
五
千
石
。
震
経
費
。
元
秩
言
。
於
巡

按
御
史
鄭
謙
震
請
建
坊
或
賜
秩
。
以
旋
其
義
事
。
下
戸
部
。
査
例
量
加
職
街
。
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と
あ
っ
て
、
社
倉
普
及
に
つ
い
て
の
地
方
官
の
努
力
を
示
し
J

明
曾
要
均
五
食
貨
四
社
倉
に
は
、

〔
嘉
婿
〕
二
十
年
十
二
月
。
御
史
沈
越
請
申
勧
祉
倉
法
。
令
有
司
盃
行
整
理
。
撫
按
以
此
矯
考
成
。
吏
部
擦
此
行
瓢
捗
。
以
備
荒
政
。
従

乙
。
明
政
統

〕

バ

ム

宮
小

と
あ
っ
て
、
地
方
官
を
殿
最
す
る
の
に
祉
倉
の
整
備
に
つ
い
て
の
努
力
の
程
度
を
以
っ
て
、

一
つ
の
基
準
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
社

倉
に
射
す
る
嘗
局
の
熱
の
い
れ
か
た
の
程
も
推
し
は
か
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
ろ
は
一
般
に
普
及
の
た
め
に
官
吏
が
努
力
し
た
時
期
で
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
し
て
隆
慶
に
入
る
と
、
園
朝
豊
集
団
一
倉
儲
に
は
、
隆
康
五
年
九
月
の
こ
と
と
し
て
、

戸
部
覆
。
斬
皐
顔
奏
請
。
以
所
省
防
秋
客
兵
銀
。
井
盟
謀
銀
六
寓
。
護
各
府
豚
。
羅
穀
備
荒
。
又
修
復
祉
倉
。

令
責
令
有
司
。
酌
量
郷
村

遠
近
。
建
立
祉
倉
。
州
豚
正
官
。
臆
積
穀
石
。
除
足
預
備
倉
額
外
。
除
者
分
貯
社
倉
。
出
借
貧
民
。
凶
年
就
近
施
賑
。
:
:
:
従
之
。

と
あ
り
、
園
権
、
高
暦
十
五
年
四
月
己
卯
の
僚
に
は
、

ω
 

戸
部
一
言
。
山
西
一
連
数
。

-預
備
倉
積
穀
甚
少
。
其
賑
粥
多
取
子
社
倉
。
有
盆
子
民
。
或
郡
鯨
所
無
者
。
可
添
設
。
或
紙
腰
擢
買
。
或
動
借
富

民
。
春
放
秋
収
。
上
従
之
。

-8-

と
あ
っ
て
、
山
西
・
険
西
地
方
に
お
い
て
は
、
祉
倉
は
預
備
倉
以
上
に
、
救
荒
施
設
と
し
て
の
効
用
を
認
め
ら
れ
、
そ
の
力
を
護
揮
押
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
し
、
園
朝
典
糞
の
高
謄
十
八
年
十
一
月
乙
巳
の
僚
に
よ
れ
ば
、
吏
部
主
事
都
元
標
が
、
吐
倉
の
普
及
の
急
務
と
、
そ
の
倉
本
の
充

賞
策
と
に
つ
い
て
係
陳
し
て
い
る
し
、
地
方
志
を
見
て
も
、
そ
の
各
地
へ
の
本
格
的
な
普
及
を
、
陸
慶
寓
暦
年
間
と
考
え
て
差
支
え
無
さ
そ
う

で
あ
る
こ
と
は
、
光
緒
海
一
盟
一
腕
志
一
一
一
倉
儲
に
、
社
倉
〔
伊
府
志
〕
在
郷
約
所
。
明
寓
一
謄
二
十
七
年
。
知
同
脚
本
寸
蛍
泰
建
。
と
あ
り
、
乾
隆
杭
州

府
志
一
一
五
積
貯
に
、
昌
化
牒
の
社
倉
も
明
の
高
一暦
年
問
、
知
腺
周
洛
都
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
事
ー
賞
を
記
し
、
高
暦
臆
天
府
志
均
一
建
置
志
に
、

句
容
臓
の
祉
倉
に
つ
い
て
、
祉
倉
共
一
十
七
慮
。
隆
康
三
年
立
。
と
あ
る
の
に
よ
っ
て
も
う
か
が
わ
れ
る
。
と
す
る
と
、
社
倉
の
普
及
は
、
や

は
り
嘉
靖
隆
慶
の
こ
ろ
か
ら
目
立
ち
は
じ
め
た
も
の
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

最
後
に
義
倉
に
つ
い
て
は
、
便
宜
上
、
嘉
靖
以
前
に
も
さ
か
の
ぼ
っ
て
見
る
と
、
貫
録
天
順
三
年
九
月
丙
午
の
僚
に
、



一
帽
建
建
安
膝
老
人
賀
場
言
四
事
。
:
:
:
一
。
預
傭
義
倉
之
設
。
勝
以
康
儲
積
。
市
賑
貧
民
也
。
奈
何
豪
務
大
戸
。
往
往
冒
名
代
借
。
連
年

施
依
。
以
幸
恩
宥
。
是
致
義
倉
空
虚
。
有
其
名
而
無
其
賞。

乞
令
出
粟
義
民
。
各
疏
皇
内
飢
民
姓
名
。
同
委
官
開
倉
給
散
。
西
成
之
日
。、

何
令
催
督
還
官
。
如
此
則
豪
戸
蒐
冒
借
之
病
。
而
義
倉
無
空
虚
之
患
。
上
命
躍
部
議
行
。

と
あ
り
、
弘
治
五
年
十
一
月
実
酉
の
僚
に、

戸
科
給
事
中
王
璽
奏
四
川
事
宜
。

一
備
儲
蓄
。
，調
四
川
累
遭
荒
皐
。
逃
亡
者
衆
。
乞
持
各
府
州
鯨
賦
税
及
官
庫
存
留
銀
爾
J

十
留
其
一
。

以
矯
擢
本
。
仇
令
星
社
。
各
立
義
倉
貯
穀
。
:
:
:
上
命
所
司
。
看
詳
以
開
。

と
あ
り
、
隆
慶
四
年
二
月
甲
辰
の
僚
に
、

太
僕
寺
卿
顧
存
仁
僚
陳
十
事
。
:
:
:
一

。
置
立
義
倉
。

調
往
年
撫
臣
周
悦
奏
立
済
農
倉
。
逐
積
米
三
十
儀
高
石
。
具
民
碩
之
。
宜
倣
行
其

法
。
或
官
自
擢
買
。
或
許
民
折
納
。
或
謝
富
人
。

或
罰
遊
惰
。
悉
令
賞
穀
子
倉
。
春
秋
数
散
。
一
如
常
卒
之
制
。
:
:
:
供
従
之
。

と
あ
り
、
高
暦
二
十
二
年
三
月
乙
巴
の
僚
に
、

允
南
京
御
史
林
培
請
。
著
各
撫
按
。
於
被
災
等
鹿
。
有
司
賢
能
者
留
。
貧
者
開
。
毎
郷
設
義
倉
。
分
上

・
中
・
下
三
戸
。
舎
立
曾
長
。
倉

立
倉
書
。
経
紀
其
事
。
官
筋
提
衡
。
秋
成
欽
之
。
青
責
不
接
散
之
。
越
明
年
0
4

簿
息
収
之
。

と
あ
る
。
一
般
に
明
代
史
料
の
中
で
は
、
義
倉
に
闘
す
る
も
の
は
き
わ
め
て
少
な
い
よ
う
で
あ
る
r

が、

こ
こ
に
か
か
げ
た
も
の
も
、

賓
録
の
中

か
ら
、
そ
れ
と
思
わ
れ
る
も
の
を
ひ
ろ
い
あ
げ
た
も
の
で
、
も
し
こ
の
外
に
見
出
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
四
つ
の
文
章
に
つ
い
て
み
て
も
、
そ
の
内
容
か
ら
察
す
れ
ば
、
必
ら
ず
し
も
、

本
来
の
意
味
で
の
義
倉
で
あ
る
か
ど
う

か
に
わ
か
に
決
め
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
の
文
章
は
、
預
備
義
倉
と
い
う
語
か
ら
、

- 9ー

一
臆
、
預
備
倉
と
義
倉
と
の
意

味
か
と
も
思
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
、
の
ち
に
第
四
節
に
於
い
て
述
べ
る
よ
う
な
理
由
を
も
っ
表
現
で
あ
る
£
に
、
こ
の
文
章
の
意
味
す

る
内
容
は
、
す
べ
て
義
倉
に
つ
い
て
の
も
の
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
こ
れ
は
簡
単
に
義
倉
に
閥
し
て
の
史
料
と
見
な
し
て
妨
げ
な
い

で
あ
ろ
う
。
第
二
の
文
章
は
、
四
川
地
方
を
施
行
地
域
と
す
る
も
の
で
P

局
地
的
で
あ
り
、
そ
の
内
容
か
ら
み
て
義
倉
か
枇
倉
か
疑
わ
し
く
、
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積
剖

‘
し
か
も
果
し
て
質
施
さ
れ
た
か
ど
う
か
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
第
三
の
も
の
は
、
済
農
色
に
な
ら
う
と
い
い
、

倉
本
も
官
の
擢
米

・
徴
収
を
主

と
す
る
な
ど
の
恥
か
ら
考
え
る
と
、
た
し
か
に
義
倉
の
性
質
を
具
え
て
は

い
る
け
れ
ど
も
、
第
四
の
も
の
は
、
郷
ご
と
に
設
け
ら
れ
、
人
戸
を

上
・
中
・
下
の
三
等
に
わ
か
ち
、
禽
を
つ
く
る
組
織
な
ど
の
駐
に
お
い
て
、
義
倉
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
祉
倉
に
似
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
麿

・
宋
以
来
の
義
倉
と
祉
倉
と
の
匡
別

l
j
義
倉
は
主
に
州
鯨
市
銀
に
置
か
れ
、
倉
本
は
官
の
徴
収

・
確
米

・
寄
附
等
に
よ
り
、

位
倉
は

主
に
郷
村
に
設
け
ら
れ
、
倉
本
は
人
戸
の
醸
出
を
主
と
す
る
l
l
t
に
照
せ
ば
、
た
し
か
に
間
違

い
な
く
義
倉
と
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

第
一
と
第
一一
一
の
文
章
だ
け
で
あ
る
。
も
し
果
し
て
そ
う
な
ら
ば
、
第
四
の
文
章
は
、
な
ぜ
こ
と
さ
ら
に
義
倉
と
明
記
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か

が
問
題
と
な
ろ
う
。
恩
な
る
誤
と
し
て
却
け
る
こ
と
が
で
き
そ
う
も
な
い
が
、
こ
の
融
に
つ
い
て
は
第
四
節
に
更
め
て
述
べ
る
こ
と
と
し
て
、

こ
こ
で
は
、
右
に
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
嘉
靖
以
前
に
は
、
義
倉
の
設
置
は
ほ
と
ん
ど
言
う
に
足
ら
ぬ
ほ
ど
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
け
を
記
す
に
と
ど
め
て
お
こ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
後
に
お
い
て
も
、
義
倉
に
聞
し
て
の
記
録
は
き
わ

め
て
少
な
い
こ
と
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
貫
録
の
示
す
と
こ
ろ
で
は
、
高
暦
十
九
年
十
月
甲
午
の
僚
に
、
遼
東
地
方
に
闘
し
て
の
督

-10 -

撫
官
舎
議
の
上
陳
の
一
項
と
し
て
、
議
査
積
貯
。
凡
官
倉
・
義
倉
・
預
偽
倉
所
貯
線
米
。
照
奮
存
留
。
以
備
賑
他
。

:
:
:
依
議
行
。
と
あ
り、

二
十
五
年
五
月
甲
寅
の
僚
に
、

繭
遼
組
督
顧
養
謙
が
、

同
地
方
の
災
害
に
関
し
て、

持
梁
城
所
剰
米
井
各
預
備
倉

・
義
倉
貯
穀
。

聴
委
官
巌

核
貧
民
等
級
。
分
投
給
散
。
と
あ
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
地
方
志
に
つ
い
て
み
て
も
、
例
え
ば
江
蘇
地
方
の
各
府
州
鯨
志
を
検
索
し

た
場
合
、
高
一
暦
常
州
府
志
ヰ
靖
江
一
概
に
、
嘉
靖
四
十
三
年
の
こ
と
と
し
て
、
知
鯨
王
叔
果
復
建
義
倉
。
其
北
徐
地
召
佃
上
債
蹄
民
。
と
記
し
、

蔦
一
謄
揚
州
府
志
功
公
署
に
、
新
建
義
倉
。
と
あ
り
、
高
暦
徐
州
府
志
ヰ
陽
山
慨
に
、
〔
隆
慶
〕
六
年
。
知
鯨
王
廷
卿
。
即
其
内
。
創
建
義
倉

一

所
。
貯
新
立
公
回
歳
租
備
賑
。
と
あ
る
の
が
せ
い
ぜ
い
で
、
先
に
も
述
べ
、
文
第
四
節
に
も
の
ベ
る
祉
倉
な
ど
の
質
例
に
く
ら
べ
る
と
、
ま
こ

と
に
家
々
た
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

四



こ
の
よ
う
に
4

常
卒
倉
、・
祉
倉
の
普
及
は
、
嘉
靖
以
前
は
ほ
と
ん
ど
一
言
う
に
足
り
な
か
っ
た
が
、
以
後
に
お
い
て
は
よ
う
や
く
見
る
べ
き
も

の
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
義
倉
は
そ
の
前
後
を
問
わ
ず
あ
ま
り
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
.

一
般
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
先
の

二
倉
と
同
じ
傾
き
が
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
す
で
に
別
稿
に
お
い
て
述
ベ
た
よ
う
に
、
預
備
倉
は
、
こ
れ
と
は
反
掛
に
、
嘉

ω
 

靖
を
境
に
し
て
、
以
前
に
は
盛
行
し
、
以
後
に
は
衰
微
し
た
事
賓
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
一
つ
の
限
定
を
た
て
で
、
常
卒
倉
以
下

の
盛
行
が
、
預
備
倉
の
表
徴
の
あ
と
を
h

つ
け
て
、
救
荒
施
設
の
中
核
と
し
て
、
そ
の
機
能
を
護
揮
し
は
じ
め
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
こ
と
は
、

一
際
許
さ
れ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
賓
録
蔦
暦
十
五
年
四
月
己
卯
の
僚
に
、

戸
部
議
。
山
西
連
歳
荒
皐
。

、預
備
倉
積
穀
甚
少
。
其
曹
賑
荷
。
率
多
取
於
祉
倉
。
以
此
見
祉
倉
。
有
盆
於
民
。
欲
要
時
原
有
者
。
照
奮
存

ー

積
。
数
少
及
療
無
者
。
亦
要
添
設
穀
石
ι

欲
用
紙
蹟
耀
買
。
或
翻
借
富
民
。
及
有
情
願
職
粟
者
。
給
輿
冠
帯
牌
扇
。
在
倉
穀
石
。
春
放
秋

収
。
加
一
出
息
。
以
備
賂
折
。
従
之
。

-11-

と
あ
る
よ
う
に
、
山
西
地
方
に
お
い
て
は
同
社
倉
が
、
預
備
倉
の
衰
微
と
は
反
射
に
、
そ
の
機
能
に
代
っ
て
、
救
荒
の
は
た
ら
ぎ
を
強
化
し
て

い
る
事
賓
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
少
な
く
と
も
、
社
倉
の
盛
行
に
は
、
そ
う
い
う
意
義
を
帯
び
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
こ
と
は
、
地
域
的
に
、
ま
た
内
容
的
に
、
各
地
が
同

一
歩
調
を
も
っ
て
、
一
斉
に
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
賀
備
倉
が
全
然
慶
止
さ
れ
て
、
社
倉
が
そ
の
後
に
、
と
‘っ
て
代
っ
た
場
合
も
あ
ウ
た
で
あ
ろ
う
が
、
去
た
蔦
一
謄
徐
州
府
志
ヰ
に
、
豊
一
臓
の

場
合
に
つ
い
て
述
ベ
、

一
在
司
馬
保
。
並
腰
。
今

一
在
勝
治
西
北
。

と
あ
る
よ
う
に
イ
預
備
倉
は
、
そ
の
数
ーを
減
じ
た
に
す
ぎ
な
い
場
合
も
あ
り
、
そ
う
い
う
場
合
は
お
そ
ら
く
高
一種
臆
天
府
志
均
一
建
置
志
に
、

句
容
鯨
に
つ
い
て
、
預
備
倉
。
在
西
門

一
星
。
正
統
十
年
建
。
と
あ
り
、
ま
た
、
社
倉
共

一
十
七
慮
。
隆
慶
三
年
立
。
と
あ
る
よ
う
に
、
社
倉
が

設
け
ら
れ
て
、
預
備
倉
の
減
少
し
た
と
こ
ろ
を
補
う
意
味
を
も
た
せ
た
場
合
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
し
、
ま
た
そ
の
よ
う
な

ω
 

こ
と
が
行
わ
れ
た
時
期
も
、
決
し
て
一
様
で
は
な
く、

地
方
の
事
情
に
臆
じ
て
前
後
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
大
ぎ

預
備
倉
。
蓄
四
。

一
在
華
山
保
。

一
在
七
級
保
。

一
在
苗
城
保
。
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つ
ば
に
い
っ
て
、
預
備
倉
の
衰
微
の
あ
と
に
、
代
っ
て
社
倉
が
中
核
的
救
荒
施
設
と
し
て
そ
の
機
能
を
護
揮
し
は
じ
め
る
と
い
う
一
般
的
傾
向

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
認
め
た
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、

一
一
峰
、
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、

そ
れ
で
は
、
社
倉
と
同
じ
よ
う

に
、
常
卒
倉
や
義
倉
に
つ
い
て
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
根
擦
が
あ
る
か
と
い
う
と
、
こ
の
二
倉
に
つ
い
て
は
、
必
ら
ず
し
も
そ
の
よ
う
な
誼

擦
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
常
卒
倉
だ
け
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
借
放
法
を
も
行
う
に
し
《
も
、
そ
の
本
領
は
卒
躍

に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
社
倉
・
義
倉
及
び
預
備
倉
と
は
、
機
能
的
に
異
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
常
卒
倉
が
そ
れ
ら
と
両
立
並
存
し
て
も
、
と
く

ベ
つ
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
事
賓
、
第
六
節
に
述
べ
る
よ
う
に
常
卒
倉
は
祉
倉
と
並
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
問
題
は
義
倉
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
義
倉
に
つ
い
て
は
、
そ
の
祉
倉
と
め
開
係
に
お
い
て
、
あ
る
疑
い
を
も
た
せ
る
表
現
を
用
い
た
記
事
を
、
す
で
に
前
節
に
引
用

し
、
そ
の
決
定
を
保
留
し
て
お
い
た
が
、
こ
れ
に
類
す
る
記
事
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
さ
き
に
引
用
し
た
蔦
一暦
曾
奥
ヰ
一
一
に
は
、
嘉
靖
八
年
に

か
け
て
祉
倉
の
内
容
を
詳
述
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
義
倉
と
明
記
し
、
乾
隆
紹
興
府
志
時
建
置
は
、
蝶
一
腕
の
義
倉
に
つ
い
て
、
義
倉
一
名
祉
倉
。

と
い
い
、
園
朝
日
典
章
一立
倉
儲
に
は
、
陸
慶
五
年
。
山
西
巡
撫
斬
風
喜
朗
疏
言
。
祉
倉
即
義
倉
也
。
と
は
っ
き
り
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら

の
記
録
で
は
、
義
倉
と
祉
倉
と
を
同
義
語
と
し
て
使
用
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
や田
然
そ
う
解
す
べ
き
因
由
が
な
け
れ

- 12ー

ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
義
倉
は
州
幌
市
鎮
に
あ
っ
て
、
そ
の
倉
本
は
官
に
お
い
て
確
保
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
さ

き
に
盛
行
し
た
預
備
倉
と
き
わ
め
て
類
似
し
た
性
格
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
預
備
倉
が
成
化
・
弘
治
頃
の
最
盛
期

t

を
す
ザ
C

る
こ
ろ
ま
で
は
、
義
倉
の
必
要
が
無
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
っ
て
、
義
倉
に
つ
い
て
の
記
録
が
、
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の

も
、
む
し
ろ
嘗
然
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
預
備
倉
の
衰
微
の
原
因
は
、
本
来
、
自
治
的
色
彩
の
濃
厚
で
あ
っ
た
そ
れ
が
、
し
だ
い
に
官
治
的
要
素

が
ふ
え
て
幾
貌
し
た
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
類
似
し
た
性
質
を
も
っ
義
倉
|
|
こ
の
た
め
に
預
備
義
倉
と
よ
ば
れ
る
こ
と
も
あ

刑
制

っ
た
の

で
あ
ろ
、
札
[
ー
が
、
預
備
倉
の
衰
微
の
あ
と
に
、
代
っ
て
そ
の
機
能
を
護
揮
し
は
じ
め
る
こ
と
は
首
肯
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ

お
そ
ら
く
そ
れ
が
一
因
で
あ
ろ
う
。
欽
定
績
文
献
通
考
時
一
一
市

ぅ
。
正
徳

・
嘉
晴
以
後
に
も
義
倉
に
閥
す
る
記
録
が
き
わ
め
て
少
な
い
の
も
、

確
考
に
は
、
先
に
も
貫
録
に
よ
っ
て
引
用
し
た
よ
う
に
、



順
天
府
推
官
徐
郁
言
。
建
立
義
倉
。
本
以
済
民
。
然
一
瞬
止
'一
・
二
所
。
居
民
星
散
。

拝。

賑
給
之
際
。

追
呼
拘
集
。

動
滝
旬
月
。

不
兎
餓

と
あ
っ
て
、
義
倉
に
は
、
鯨
に
一
・
二
個
所
と
い
う
設
立
の
賓
態
が
念
を
要
す
る
賑
済
に
は
間
に
合
わ
な
い
不
使
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
向
更

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
乙
の
:
と
は
慶
く
一
般
に
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
ら
し
く
、
王
慶
雲
の
照
朝
紀
政
一
時
紀
祉
倉
義
倉
の
中
に
も
、
古
人
一
去
。
救

荒
莫
使
於
近
民
。
市
近
民
莫
使
於
祉
倉
。
と
あ
っ
て
、
念
を
要
す
る
救
荒
施
設
と
し
て
は
、
社
倉
よ
り
す
ぐ
れ
た
も
の
は
な
い
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
前
掲
の
諸
記
録
の
用
い
た
義
倉
と
い
う
語
は
、
本
来
的
意
味
に
お
い
て
で
は
な
く
、
始
原
的
意
味
に
お
い
て
用
い
ら
れ

は
じ
め
て
惰
代
に
設
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
村
落
ご

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
J

義
倉
と
い
う
名
の
倉
は
、

と
に
建
て
ら
れ
、
賑
貸
は
概
ね
無
償
で
、
そ
の
管
理
は
祉
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
た
め
に
、
一
に
祉
倉
と
も
よ
ば
れ
、
宋
代
に
入
つ
て
は
、
こ
れ

が
専
ら
祉
倉
と
よ
ば
れ
て
、
こ
の
後
も
最
も
よ
く
護
達
し
た
の
で
、
別
に
州
豚
市
鎮
に
建
て
ら
れ
た
救
荒
施
設
を
あ
ら
た
め
て
義
倉
と
稀
し
た

と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
a

よ
う
に
、
始
原
的
に
は
、
義
倉
と
祉
倉
と
は
同
じ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
曹
記
録
は
、
社
倉
と
義
倉
と
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を
宋
代
に
お
け
る
意
味
に
お
い
て
匡
別
し
、
明
確
に
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
い
ず
れ
も
祉
倉
の
存
在
を
俸
え
る
記
録
と
し
て
見
る
よ
り
ほ
か
は
な

い
の
で
あ
る
が
、
始
原
的
に
は
同
義
語
で
あ
っ
た
の
で
、
義
倉
と
い
う
語
を
使
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
考
え
る
と
、
明
代
に
お
け
る
宋
代
の

ほ
と
ル
ど
問
題
に
な
ら
な
い
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
明
史
が
義
倉
に
つ
い
て
個
別
れ

て
い
な
い
の
も
こ
こ
に
理
由
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
預
備
倉
の
衰
微
に
代
っ
て
、
同
じ
機
能
に
お
い
て
活
液
化
し
て
き
た
と
見
ら

れ
る
も
の
は
吐
倉
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
事
賞
、
社
倉
の
普
及
は
、
と
く
に
高
暦
に
入
つ
て
は
、
そ
の
贋
さ
と
密
度
と
に
お
い
て
相
嘗

の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
誼
擦
は
、
さ
き
に
引
い
だ
も
の
の
ほ
か
に
、
い
く
つ
も
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
賓
錬
に
つ
い
'

て
み
る
と
、
寓
暦
元
年
五
月
壬
午
の
僚
に
、

，
河
南
道
御
史
陳
文
健
保
陳
:
:
:
嘗
振
刷
者
十
二
事
。
:
:
:
一
。
建
社
倉
。
以
備
賑
積
。
:
:
:
該
部
多
覆
。
行
之
。

意
味
で
の
義
倉
の
存
在
は
、
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と
あ
っ
て
、
河
南
地
方
に
も
普
及
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
り
、
十
五
年
十
一
月
甲
辰
の
僚
に
は
、
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険
西
巡
撫
王
旋
題
。
賑
済
動
支
。
遇
各
倉
事
例
義
。
輪
備
荒
祉
倉
等
糠
八
寓
八
千
六
百
三
十
一
石
二
斗
零
。

と
あ
っ
て
、
映
西
地
方
に
も
す
で
に
祉
倉
の
機
能
が
護
揮
さ
れ
て
お
り
、
十
八
年
十
-
月
己
巳
の
篠
に
は
、

吏
部
主
事
郷
元
楳
篠
陳
四
事
。
:
:
:
一

。
積
荒
之
苦
。
兇
荒
・
流
離
・

餓
李
賑
貸
。
莫
及
宜
多
建
祉
倉
。
持
撫
按
所
留
罰
頼
。
矯
買
穀
張

本
。
或
冠
帯
向
義
井
生
員
・
監
生
・
吏
典
・
富
民
欲
進
策
祖
父
者
。
各
聴
納
穀。

預
篤
積
貯
。
部
覆
。
如
議
行
。

と
あ
る
よ
う
に
、
賑
諸
問
の
た
め
に
は
祉
倉
を
多
く
設
け
る
こ
と
が
、
最
も
得
策
で
あ
る
こ
と
が
、
吏
部
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、

前
向
暦
二
十
二
年
六
月
内
辰
の
僚
に
は
、

南
京
屯
田
御
史
陳
所
問
請
。
近
屯
州
腺
設
社
倉
。
以
本
職
及
前
御
史
蹟
銀
。
纏
穀
貯
之
。
購
稲
一
併
寄
貯
。
春
給
貧
軍
。
以
魚
子
種
。
秩

成
加
二
還
官
。
歳
矯
常
。
部
覆
。
如
議
。

と
あ
り
、
近
屯
州
燃
に
も
祉
倉
が
設
け
ら
れ
、
屯
軍
の
救
済
J
T
目
的
に
、
運
管
の
細
目
、が
き
め
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
光
緒
嘉
輿
勝
志

一一一

倉
厳
に
、
社
倉
在
東
津
郷
約
所
。
明
首
円
暦
二
十
四
年
。
知
豚
陳
儒
建
。
と
あ
り
、
そ
の
他
、
明
代
地
方
志
に
は
か
ぞ
え
き
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の

例
が
見
ら
れ
、
そ
れ
が
た
い
て
い
は
、
蔦
一暦
年
聞
の
建
設
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
王
折
の
績
文
献
逼
考
巧
四
園
用
考
、
賑
貸
群
議
附
の
中
に
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も
、
蔦
暦
に
か
け
て
、

今
倣
朱
子
社
倉
法
。
有
司
遇
年
盟
時
。
査
各
集
鎮
郷
村
大
慮
。
置
一
位
倉
。
動
議
本
慮
得
過
郷
民
。
職
借
或
三
五
石
・
十
石
・
二
十
石
。

不
拘
多
少
。
倶
聴
其
願
。
不
許
逼
迫
。
毎
倉
以
百
億
同
率
。
不
及
則
以
官
銭
買
補
之
。
週
春
間
民
飲
食
。
聴
本
慮
民
借
用
登
簿
。
秋
償
毎
石

加
息
穀
三
斗
。
放
収
委
之
郷
約
保
正
。
看
守
責
之
甲
長
・
郷
夫
。
待
三
四
年
後
。
所
積
息
穀
。
過
其
本
者
。
仰
賂
原
動
借
穀
石。

照
数
退

還
各
主
。
如
不
願
領
者
。
以
出
穀
多
寡
行
賞
。
或
向
、義
属
其
門
。
此
正
所
調
以
取
於
民
者
。
還
以
予
民
。
不
費
之
恵
。
莫
遇
於
此
。

と
記
し
て
、
社
倉
が
寓
暦
年
間
に
お
い
て
、
朱
子
の
祉
倉
法
に
倣
っ
て
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
運
営
方
法
を
詳
述
し
な
が
ら
、
そ
の

す
ぐ
れ
た
施
設
で
あ
る
こ
と
を
賞
揚
し
て
い
る
の
は
、
枇
倉
の
設
立
が
、
そ
の
こ
ろ
の
関
心
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
祉
倉
が
預
備
倉
の
衰
微
の
こ
ろ
に
し
だ
い
に
盛
行
し
た
事
賓
は
、
こ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。



重
ね
て
い
え
ば
、
祉
倉
が
こ
の
頃
、

一
斉
に
全
園
的
に
設
け
ら
れ
た
と
い
う
の
で
は
な
い
が
、
つ
ま
り
そ
れ
伐
明
初
か
ら
、
地
方
に
よ
っ
て
は

存
在
し
た
も
の
も
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
く
、
預
備
倉
と
並
存
し
た
場
合
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
地
域
的
に
康
く
、
密
度
的
に
濃
く
設

立
し
・は
じ
め
ら
れ
た
の
は
、
嘉
靖
陸
慶
こ
ろ
か
ら
後
で
あ
り
、
本
格
的
に
な
っ
た
の
は
高
層
こ
ろ
の
こ
と
と
し
て
誤
り
は
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
預
備
倉
の
衰
微
後
の
賑
抽
出
救
荒
施
設
が
、
社
倉
だ
け
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
あ
る
地
方
で
は
、
預
備
倉

が
、
そ
の
機
能
の
衰
類
し
た
ま
ま
、
文
は
そ
の
敷
を
減
じ
て
存
績
し
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
し
、
州
鯨
倉
や
常
卒
倉
・
義
倉
そ
の
他
m
N
施
設
も
共

に
存
在
し
た
地
方
も
あ
っ
た
が
、
中
で
も
祉
倉
が
最
も
贋
く
行
わ
れ
、
き
わ
だ
っ
て
多
く
設
け
ら
れ
、
活
溌
に
運
営
さ
れ
て
、
救
荒
施
設
の
中

核
を
な
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

五

思
え
ば
、
預
備
倉
の
衰
微
は
、
そ
の
機
能
の
十
分
な
護
揮
の
た
め
に
、
し
だ
い
に
強
化
さ
れ
た
倉
本
の
確
保
策
が
.
本
来
、
塁
老
人
を
中
心

と
す
る
自
治
的
性
格
を
も
ち
つ
づ
け
て
こ
そ
、
存
立
運
替
の
妙
が
あ
っ
た
預
備
倉
を
、
官
治
的
色
彩
の
濃
化
し
た
も
の
に
慶
之
て
行
き
、
農
民

救
済
を
目
的
と
し
た
施
設
が
、
か
え
っ
て
か
れ
ら
を
塵
迫
す
る
と
い
う
矛
盾
を
さ
ら
け
出
し
た
と
こ
ろ
に
原
因
が
あ
っ
.た
。
そ
し
て
文
、
官
治

的
色
彩
を
濃
化
し
た
原
因
は
、
そ
の
中
心
を
な
す
里
老
人
の
制
度
が
、
す
で
に
正
統
の
こ
ろ
か
ら
弛
緩
し
は
じ
め
、
明
初
に
お
け
る
よ
う
な
力

強
い
も
の
で
は
な
く
、
星
老
人
の
名
は
存
在
し
て
も
そ
の
賞
は
本
来
の
使
命
を
達
成
す
る
力
を
失
っ
て
い
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
し
か
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も
こ
れ
に
順
躍
し
よ
う
と
し
て
と
ら
れ
た
預
備
倉
の
管
理
運
管
の
仕
方

l
i官
治
の
濃
化
が
失
敗
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
代
る
も
の
は
、
農

民
自
身
の
力
に
臆
じ
た
'自
治
的
な
運
営
を
し
易
い
施
設
よ
り
外
に
は
な
い
が
、
そ
の
時
想
起
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
祉
倉
を
お
い
て
外
に
は
無

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
朱
子
に
よ
っ
て
確
主
さ
れ
て
か
ら
、
最
も
合
理
的
な
救
荒
施
設
と
し
て
長
い
間
行
わ
れ
て
来
た
賓
績
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
と
に
陸
慶
高
暦
頃
か
ら
の
一
候
鞭
法
の
施
行
と
と
も
に
、
皇
甲
制
の
存
在
理
由
が
し
だ
い
に
失
わ
れ
、
代
っ
て
自
然
村
落
を
中
心

働

と
す
る
郷
約
と
か
保
甲
制
と
か
が
行
わ
れ
る
に
至
る
と
、
預
備
倉
に
代
る
自
治
的
救
荒
施
設
も
ま
た
自
然
村
を
中
心
と
す
る
も
の
の
方
が
、
よ

131 
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り
合
理
的
と
思
わ
れ
る
の
も
骨
同
然
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
先
に
ひ
い
た
貫
録
嘉
靖
八
年
三
月
甲
辰
の
僚
の
、
五
(
部
侍
郎
王
廷
相

の
駐
倉
に
関
す
る
奏
言
に
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
さ
ら
に
は
っ
き
り
と
見
え
る
記
録
は
、
園
朝
典
章
一
一
一
倉
儲
の
左
の
一
文
で
あ
る
。

〔
嘉
錆
八
年
〕
三
月
。
兵
部
侍
鄭
王
廷
栢
言
。
義
倉
之
法
。
但
立
之
於
州
勝
。
則
窮
郷
下
築
百
塁
。
就
糧
旬
日
待
姥
。
非
政
之
善
者
。
惟

宜
貯
之
皇
位
一
村
之
問
。
約
二
・
三
百
家
。
昂
一
舎
。
毎
月
一
事
。
祉
正
率
属
。
讃
高
皇
帝
数
民
携
文
。
奉
衆
中
善
悪
。
奨
戒
之
。
其
社

求
。
第
上
・
中
・
下
戸
。
指
数
多
寡
。
各
貯
於
倉
。
而
推
有
徳
者
。
錆
社
長
。
能
義
同
事
禽
計
者
。
副
之
。
若
遭
荒
歳
。
則
計
戸
而
散
。
先

下
奥
中
者
。
後
及
上
戸
。
上
戸
則
償
之
。
而
兎
英
下
輿
中
者
。
凡
給
貸
悉
聴
於
民
第
。
令
登
計
冊
籍
。
以
備
有
司
稽
考
。
則
既
無
編
審
之

煩
。
文
無
奔
走
之
音
。
且
寓
保
甲
以
拝
盗
。
郷
約
以
敦
俗
之
意
。
一
法
而
三
善
具
。
章
下
戸
部
。
尚
書
梁
材
覆
奏
。
従
之
。

と
。
こ
こ
で
先
に
ひ
い
た
賓
錬
の
記
事
(
開
閉
)
に
比
較
す
る
と
、
こ
こ
に
見
え
る
、
社
正
率
一
勝
。
讃
高
皇
帝
数
民
桂
川
文
。
翠
-
衆
中
善
悪
。
奨
戒

之
。
と
い
う
一
旬
が
、
貫
録
に
は
無
い
。
こ
の
仕
事
は
、
従
来
は
明
ら
か
に
里
老
人
の
つ
と
め
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
祉
正
に
よ
っ
て
行

わ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
貫
録
に
は
右
の
句
が
除
か
れ
て
い
る
の
で
、
嘗
然
、
祉
正
と
い
う
役
職
は
無
い
。
し
た
が
っ
て
貫
録
に
擦
る
か

ぎ
り
、
社
倉
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
管
理
者
に
お
い
て
預
備
倉
に
類
似
し
て
い
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
そ
の
貫
録
も
、
運
管
の
た
め
に
つ
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く
ら
れ
る
冊
籍
が
郷
約
や
保
甲
制
に
利
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
を
明
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
が
社
内
の
教
化
敦
俗

と
無
関
係
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
、
祉
ま
た
は
星
と
い
う
村
落
の
性
格
上
の
相
異
は
あ
っ
て
も
、
村
落
と
救
荒
施
設
と
の
関
係
に

お
い
て
は
、
教
化
を
司
る
者
と
、
救
荒
施
設
を
運
倍
す
る
者
と
が
同
一
で
あ
る
と
い
う
離
で
、
や
は
り
洪
武
年
聞
の
預
備
倉
運
営
の
自
治
的
要

素
の
徐
韻
を
残
し
て
い
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

し
か
し
、
こ
こ
に
注
意
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
貫
録
及
び
園
朝
典
棄
に
よ
れ
ば
、
嘉
靖
八
年
の
王
廷
相
の
こ
の
上
言
は
バ
戸
部
の
覆
奏
に
よ

っ
て
そ
の
議
の
如
く
施
行
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
高
一
暦
曾
典
の
、
す
で
に
引
用
し
た
嘉
婿
八
年
の
題
准
(
釘
願
)
と
、
こ
の
奏
言
と
の
聞

に
は
、
あ
る
く
い
違
い
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
貫
録
の
、
約
二
・
三
百
家
。
帰
一
舎
。
毎
月
一
一
家
。
の
一
句
に
相
賞
す
る

と
こ
ろ
は
、
禽
典
で
は
、
毎
二
・
三
十
家
。
約
爵
一
舎
。
:
:
:
毎
朔
望
一
舎
。
と
記
し
て
い
る
こ
と
、
他
の
一
つ
は
、
貫
録
の
、
推
有
徳
者
。



潟
社
長
。
善
庭
事
能
禽
計
者
。
副
之
。
と
あ
る
役
員
に
つ
い
て
の
記
事
は
、
禽
典
で
は
、
推
家
道
股
賞
。
素
有
徳
行
一
人
。
篤
祉
首。

庭
事
公

卒
一
人
。
箆
批
正
。
舎
書
算
一
人
。
鶏
社
副
。
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る。

こ
れ
ば
相
嘗
大
き
な
遣
い
で
、
し
か
も
同
じ
く
嘉
靖
八
年
の
こ

と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
。
そ
し
て
曾
兵
と
同
じ
記
述
を
し
て
い
る
も
の
は
、
他
に
も
明
命
同
一
為
五
社
倉
、
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
賓

録
及
び
園
朝
典
棄
と
、
禽
血
ハ
お
よ
び
曾
要
と
、
こ
の
二
つ

の
系
統
の
記
述
の
間
に
右
の
よ
う
な
相
違
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
雨
者

に
つ
い
て
、
右
の
部
分
以
外
の
記
事
を
も
、
注
意
深
く
見
る
と
、
そ
の
紋
述
の
仕
方
に
違
い
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

と
い
う
の
は
、
前
者
が
、

吐
倉
の
特
質
を
の
ベ
て
自
治
組
織
の
饗
化
に
と
も
な
う
と
こ
ろ
の
利
盆
を
強
調
じ
、
そ
の
施
語
の
重
要
性
を
力
説
す
る
と
こ
ろ
に
主
眼
が
あ
り
、

総
括
的
概
括
的
論
説
で
あ
る
の
に
劉
し
、
後
者
は
、
社
倉
を
設
け
て
運
替
す
る
際
の
現
貨
に
即
臆
し
た
賓
施
細
則
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
の
ベ

た
規
定
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
雨
者
の
記
録
が
も
っ
性
格
か
ら
み
ーて
嘗
然
の
紋
述
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、

社
倉
を
設
く
べ
き
こ

と
は
、
賓
錬
が
記
す
よ
う
に
王
廷
相
の
上
圭
一
同
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、

そ
の
賓
施
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
細
則
が
あ
ら
た
め
で
嘗
局

に
お
い
て
錬
ら
れ
、
大
筋
は
王
廷
相
の
上
言
と
繁
ら
な
い
と
し
て
も
、
賓
情
に
則
し
て
訂
正
が
加
え
ら
れ
、

舎
典
が
記
す
よ
う
な
も
の
に
な
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
二
・

三
百
家
を
一
舎
と
す
る
案
が
二
・
三
十
家
に
縮
小
さ
れ
、
月
一
回
の
曾
合
が
二
回
に
増
さ
れ
、
社
長
・

ー

社
副
の
二
名
の
役
員
が
、
社
首
・
批
正
・
社
副
の
三
名
に
増
加
さ
れ
た
こ
と
は
、
舎
の
結
束
を
か
た
め
、
そ
の
運
営
の
正
確
固
滑
を
期
し
た
と

い
う
観
貼
か
ら
す
れ
ば
、
よ
り
徹
底
し
た
組
織
に
改
め
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
し
、
役
員
を
三
名
に
し
た
こ
と
は
、
園
朝
典
棄
に
見
え
る
一一一名

制
を
、
名
絹
の
鑓
更
に
よ
っ
て
踏
襲
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
と
も
か
く
、
吐
倉
は
、
預
備
倉
の
官
治
的
運
営
の
行

皇
老
人
・
塁
甲
制
の
蹴
壌
に
よ
る
行
政
村
か
ら
自
然
村
'へ
と
い
う
村
落
組
織
に
つ
い
て
の
反
省
と
の
上
に
、
そ
の
運
管
管
理
上
、
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き
ず
ま
り
と
、

後
年
の
預
備
倉
に
比
べ
て
、
よ
り
自
治
的
な
性
格
を
も
ち
歴
史
的
賓
績
を
も
っ
放
に
、
識
者
の
閥
心
を
そ
そ
り
、

と
く
に
呈
甲
制
の
崩
れ
る
省
内

暦
以
後
に
お
い
て
、
贋
く
各
地
に
行
き
わ
た
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

133 

....... ，、



134 

明
清
時
代
の
地
方
志
に
は
、
明
代
に
お
い
て
常
卒
倉
や
佐
倉
に
つ
い
て
、

そ
の
貫
在
り
位
置
を
明
記
し
て
い
る
も
の
が
数
多
く
見
ら
れ
る
し
、

貫
録
に
も
相
嘗
多
く
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
さ
き
に
わ
た
し
は
、
と
く
に
祉
倉
に
つ
い
て
は
、
康
く
各
地
に
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
と
の

表
現
を
用
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
明
史
持
七
倉
庫
は
、
第
二
節
に
引
用
し
た
蔦
一
審
問典
の
祉
倉
に
つ
い
て
の
記
事
J

て
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
登

載
し
た
の
に
つ
づ
け
て
、
「
其
の
法
、
頗
る
善
し
、

然
れ
ど
も
其
の
後
力
行
す
る
ヰ
骨
無
し
」
と
記
し
、

そ
の
盛
行
を
否
定
し
て
い
る
か
の
よ
う

に
見
え
る
。
し
か
し
、
さ
き
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
山
西
に
お
い
て
祉
倉
が
預
備
倉
に
代
っ
て
普
及
し
た
事
質
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
と
こ

ろ
の
、
寅
録
寓
暦
十
五
年
四
月
己
卯
の
僚
を
は
じ
め
、
貫
録
に
よ
っ
て
停
え
ら
れ
る
祉
倉
の
記
録
は
少
な
く
は
な
く
、
地
方
志
に
至
つ
て
は
、

高
暦
二
十
年
代
以
後
の
建
設
が
相
賞
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
述
の
よ
う
な
社
倉
と
塁
老
人
・
呈
甲
制
の
崩
壊

と
の
聞
に
、
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
す
れ
ば
や
同
然
で
あ
る
。
た
だ
、
嘉
靖
八
年
、
社
倉
の
設
立
が
政
策
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
か
ら
、
し
ば
ら

く
の
問
、
祉
倉
の
普
及
の
欣
況
は
、
中
央
地
方
官
吏
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
貫
録
に
よ
っ
て
み
て
も
、
地
方
志
に
よ
っ
て
み
て
も
、
必
ら

ず
し
も
め
ざ
ま
し
い
も
の
で
は
な
く
、
隆
慶
か
ら
寓
暦
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
盛
行
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
明
史
が
、
嘉
靖

八
年
枇
倉
法
施
行
の
記
事
に
す
ぐ
つ
づ
け
て
、
こ
の
語
句
を
説
明
的
に
加
え
た
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
そ
し
て
こ
の
語
句
は
明
史
の
編
者
の
意
見

で
る
っ
て
、
格
別
に
出
典
も
無
い
と
こ
ろ
か
ら
考
え
る
と
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
お
そ
ら
く
、
賓
純
後
間
も
な
い
こ
ろ
の
こ
と
を
説
明

指
摘
し
た
の
で
あ
っ
て
、
高
暦
の
宇
ば
ご
ろ
ま
で
に
は
及
、
ば
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
も
し
明
末
の
朕
態
ま
で
の
こ
と
を
こ
の
一
句
に
こ
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め
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
も
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
明
初
に
お
け
る
文
は
中
期
に
お
け
る
預
備
倉
の
よ
う
に
、
そ
の
施
設
だ
け
で
、
救
荒
施

設
と
し
て
の
役
割
を
十
分
に
果
し
得
る
ほ
ど
に
は
、
力
行
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
記
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
常
卒
倉
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
杜
倉
の
建
設
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
各
地
に
設
け
ら
れ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
そ
れ
は
州
牒

に
設
け
ら
れ
、
卒
耀
法
・
借
放
法
を
行
っ
て
、
社
倉
の
機
能
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
を
補
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る。

そ
し
て
こ
の
場
合
、
注
意
す

へ
き
こ
と
は
、
明
史
鳩
七
倉
庫
の
、
預
備
倉
に
つ
い
て
の
絞
述
の
中
に
、
左
の
記
事
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る。

嘉
靖
初
。
識
徳
顧
鼎
臣
言
。
成

・
弘
時
。
毎
年
以
存
留
儀
米
。
入
預
備
倉
。
緩
急
有
備
。
今
秋
縄
僅
足
先
運
。
預
備
無
粒
米
。

一
週
災
傷
。



靴
奏
留
一
他
糧
。
及
動
富
民
借
穀
。
以
醸
故
事
。
乞
急
復
預
備
倉
糧
。
以
裕
民
。
帝
乃
令
有
司
。
設
法
多
積
米
穀
。
仰
倣
古
常
卒
法
。
春
振

貧
民
。
秋
成
還
官
。
不
取
其
息
。
府
積
高
石
。
州
四
・
五
千
石
。
懸
二
・
三
千
石
矯
率
。
既
文
定
。
十
里
以
下
。
高
五
千
石
0

・累
而
上
之
。

八
百
星
以
下
。
至
十
九
世
間
石
。
其
後
。
積
粟
壷
卒
鰹
。
以
済
貧
民
。
儲
，積
漸
減
。
劇
郡
無
過
六
千
石
。
小
邑
止
千
石
。
久
之
数
盆
滅
。

と
。
こ
の
文
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
明
史
食
貨
志
諜
註
に
述
べ
た
よ
う
に
、
嘉
靖
四
・
五
年
こ
ろ
か
ら
寓
暦
八
年
と
ろ
ま
で
の
預
備
倉
の
賓
情

を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
、
預
備
倉
の
性
格
の
襲
化
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
預
備
倉
の
官
治
を
強
化
し

て
も
、
そ
の
目
的
で
あ
る
倉
本
の
確
保
が
し
だ
い
に
困
難
に
な
っ
て
来
た
と
き
に
、
あ
ら
た
め
て
法
を
設
け
、
古
の
常
卒
法
に
倣
っ
て
、
借
放

法
に
よ
る
運
替
を
は
じ
め
た
と
い
う
の
は
、
一
言
で
い
え
ば
、
預
備
倉
が
常
卒
倉
に
近
い
も
の
に
襲
化
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
倉

本
を
確
保
す
る
方
法
と
し
て
、
十
里
以
下
一
寓
五
千
石
な
ど
と
、
州
師
怖
の
里
の
数
の
多
寡
に
よ
っ
て
貯
積
量
を
定
め
た
の
は
、
す
で
に
弘
治
三

側

、

'

e

年
三
月
に
預
備
倉
の
も
の
と
し
て
定
め
た
方
法
そ
の
ま
、ま
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
こ
と
に
な
お
預
備
倉
の
性
格
の
残
惇
を
と
ど
め
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
も
高
暦
の
初
に
は
著
効
が
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
噴
か
ら
一
常
卒
倉
の
設
立
に
つ
い
て
の
記
録
が
、

前
述
の
よ
う
に
数
多
く
見
え
て
い
る
と
す
れ
、
は
、
常
卒
倉
の
設
立
は
、
や
は
り
預
備
倉
の
衰
微
の
後
を
、
つ
け
る
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
預
備
倉
の
官
治
を
強
め
て
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
'の
効
果
が
し
だ
い
に
事
ら
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
さ
ら
に
強

め
て
、
つ
い
に
常
一
や
倉
的
運
営
J

伊
』
得
策
と
し
て
、
そ
の
方
向
に
第
一
貌
し
て
行
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
成
豊
輿
化
廓
志
珪
倉
儲
に
、

永
興
倉
位
一
。
奮
志
一
五
。
副
所
調
之
預
備
倉
。
明
嘉
靖
中
。
知
一
瞬
程
鳴
伊
重
建
。
蔦
一
暦
中
。
知
豚
殴
陽
東
鳳
横
一
間
大
之
。

と
あ
り
、
ま
た
陸
慶
高
郵
州
寸
倉
厳
に
、

常
卒
倉
即
明
預
備
倉
。
在
州
治
南
市
河
西
。
明
隆
慶
間
伐
知
州
越
来
亨
重
修
。

と
あ
る
の
は
、
預
備
倉
と
常
卒
倉
と
の
建
物
に
つ
い
て
の
閥
係
を
一
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
の
常
卒
倉
の
建
物
は
品
目
の
預
備
倉
だ
っ
た

と
い
う
簡
単
な
関
係
だ
け
に
'限
ら
れ
る
も
』の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
建
物
を
う
け
つ
い
だ
と
こ
ろ
に
、
さ
き
に

の
ベ

た
考
え
方
に
も
と
a

つ
い
て
、

そ
の
質
的
な
繁
化
の
跡
を
も
譲
み
と
ろ
う
と
す
る
と
き
、
右
の
二
文
も
ま
た
こ
れ
を
峻
巌
に
拒
否
し
そ
う
に
も
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る。

第一一一
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節
に
ひ
い
た
寅
錬
天
感
五
年
八
月
戊
成
の
僚
に
見
え
る
預
備
常
卒
倉
な
ど
と
い
う
語
は
こ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
出
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

明
代
の
救
荒
施
設
と
し
て
は
、
こ
の
ほ
か
に
、

臨
清
倉
・
徳
州
倉
の
役
割
を
も
想
い
起
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
臨
徳
二
倉
は
、
本
来
は
漕

運
倉
と
し
て
、
支
運
法
の
行
わ
れ
た
時
期
に
は
大
い
に
利
用
さ
れ
た
が
、
宣
徳
の
頃
、
免
運
法
が
行
わ
れ
、
成
化
年
間
さ
ら
に
改
免
法
も
行
わ

れ
る
に
及
ん
で
、
そ
の
役
割
を
失
い
、
嘉
靖
以
後
に
は
救
荒
的
使
命
に
お
い
て
意
義
を
も
つ
よ
う
に
な
り
)
直
隷
・
山
東

・
河
南
は
も
ち
ろ
ん
、

山
西
・

険
西
な
ど
の
地
方
の
災
傷
救
済
に
つ
く
し
、
と
く
に
寓
暦
年
間
に
活
溌
に
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
か
つ
て
詳
述
し

ω
 

た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
以
上
は
紋
べ
な
い
。
要
す
る
じ
、
こ
の
よ
う
に
明
代
の
救
荒
施
設
と
し
て
は
、
と
く
に
有
名
な
預
備
倉
が
衰
微
し

た
の
ち
に
は
、

し
だ
い
に
祉
倉
が
そ
の
機
能
を
護
揮
し
、
隆
康
高
暦
以
後
は
救
荒
の
た
め
の
中
心
施
設
と
な
り
、
常
卒
倉
と
臨
徳
二
倉
と
が
、

閥

こ
の
間
に
慮
す
る
施
設
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
皇
甲
制
の
崩
壊
が
は
じ
ま
り
、
代
っ
て
し
だ
い
に
新
し
い
村
落
組
織

が
つ
く
ら
れ
て
行
く
機
運
に
臆
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

- 20ー

-王'宮
aω四
郷
と
は
必
ら
ず
し
も
東
西
南
北
の
四
つ
の
村
落
と
い
う
巌
密
さ
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
車
に
四
溢
の
村
落
と
い
う
意
味
で
、
三
村
落
や
五
村
落
に
、

三
倉
又
は
五
倉
が
置
か
れ
て
い
た
例
も
あ
る
。

倒
拙
稿
「
預
備
倉
の
復
興
に
つ
い
て
」
(
文
化
一
七
の
六
)
。

同
右
に
同
じ
。

川
開
右
に
同
じ
。

刷
阜
一明
経
世
文
編
怨
七
四
所
収
。

仙
川
淡
遜
の
図
権
に
も
、
成
化
十
八
年
正
月
壬
辰
の
僚
に
、

令
南
京
。
般
常
卒
倉
糧
。
救
徴
。
と
あ
っ
て
、
成
化
年
聞
に
は
南
J

京
地
方
に
常
卒
倉
が
設
け
ら
れ
て
い

た
乙
と
が
わ
か
る
。

開
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
第
四
節
に
詳
述
す
る
。

刷
こ
の
「
毎
二

・
三
十
家
。
約

一
命
。
」
は
、
賞
品
開
に
は
、
「
約
二

・
三
百
家
。
潟

一
命
。
」
と
あ
っ
て
、

そ
の
放
の
差
が
大
き
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
五
節
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に
詳
述
す
る
。

制
大
清
一
統
志
巻
七
二
海
州
に
、
張
朝
瑞
に
つ
い
て
、
海
州
の
人
、
際
慶
の
進
士
で
、
金
華
知
府
、
湖
庚
参
政
、
感
天
府
丞
を
歴
任
、
裁
は
清
僚
と
あ
る
。

制
江
南
巡
撫
徐
俗
も
、
剖
弘
治
年
間
に
常
卒
倉
の
復
活
に
つ
い
て
上
言
し
て
い
る
。
皇
明
経
済
文
品
開
巻
七
の
「
諮
復
常
卒
疏
」
参
照
。

帥
こ
こ
に
い
う
預
備
常
卒
倉
は
、
単
に
常
卒
倉
を
意
味
す
る
。
詳
し
く
は
第
六
節
参
照
。

M
W
こ
の
「
少
」
は
張
宗
鮮
校
勘
の
本
文
に
は
「
多
」
と
あ
る
。
い
ま
貫
録
同
年
同
月
の
僚
の
記
事
に
よ
っ
て
「
少
」
に
改
め
る
。

、

同
岬
植
問
農
倉
に
つ
い
て
は
、
清
水
泰
次
博
士
「
預
備
倉
と
済
農
倉
」
(
東
亜
経
済
研
究
六
の
四
)
参
情
。

同
拙
稿
「
預
備
倉
の
復
興
に
つ
い
て
L

(

前
出
)
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
一
般
的
傾
向
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
つ
で
、
地
方
に
よ
っ
て
前
後
の
差
が
あ
っ
た
こ
と
は

認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
高
隆
一
克
年
編
の
潅
安
府
志
巻
三
建
霞
志
に
よ
れ
ば
、
預
備
倉
は
依
然
と
し
て
、
府
下
の
各
豚
に
存
績
し
て
い
る
の

に
封
し
、
前
向
暦
二
年
縞
の
徐
州
志
巻
二
古
蹟
に
よ
れ
ば
、
州
下
の
各
懸
の
預
備
倉
に
は
す
ベ
て
「
今
悉
疲
」
と
書
き
、
度
止
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

ま
た
、
蔦
暦
四
十
三
年
序
の
青
州
府
士
山
巻
一
一
官
暑
に
よ
れ
ば
、
府
下
の
諸
豚
の
中
で
も
、
臨
制
帽
・
諸
城
の
二
蘇
は
預
備
倉
を
成
し
て
い
る
が
、
e

博
興
、
祭
安
、

昌
雌
末
、
安
丘
、

議
陰
、
祈
水
の
各
蘇
は
一
倉
だ
け
を
存
綾
し
て
、
放
を
減
ら
し
て
い
る
例
も
あ
る
。

制
同
'じ
く
乾
隆
紹
興
府
志
巻
七
建
置
に
、
山
陰
線
に
つ
い
て
は
、
祉
倉
〔
省
志
〕
六
所
。
:
:
:
義
倉
〔
省
志
〕
四
所
。

:
:
:
と
枇
倉
と
義
倉
と
を
は
っ
き
り
区
別

し
て
い

る。

帥
第
三
節
に
引
用
し
た
質
銀
天
順
三
年
九
月
丙
午
の
僚
に
見
え
る
。

制
預
備
倉
表
徴
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
預
備
倉
の
復
興
に
つ
い
て
」
(
前
出
三
塁
老
人
制
の
崩
壊
に
つ
い
て
は
、
和
田
清
博
士
縞
三
文
那
地
方
自
治
護
達

史
」
参
照
。

倒
右
の
「
支
那
地
方
自
治
護
達
史
」
参
照
。

同
開
和
田
清
博
士
編
「
明
史
食
貨
志
謬
註
L
z

三
六
五

J
七
頁
参
照
。

側
寅
品
開
弘
治
三
年
三
月
丙
辰
の
候
の
、
南
京
給
事
中
羅
嬰
の
上
疏
に
見
え
る
。

倒
拙
稿
「
明
代
に
お
け
る
臨
清
徳
州
二
倉
の
役
割
」
(
歴
史
皐
研
究
一
一
一
一
の
九
)
。

例
制
乾
隆
ι

郵
回
開
志
巻
六
回
賦
倉
儲
に
、
社
倉
。
乾
隆
十
三
年
奏
准
。
応
削
東
各
勝
。
動
指
祉
穀。

以
佐
常
卒
之
不
逮
。
濯
殿
貧
戸
。
充
嘗
社
長
。
司
其
出
納
。
是
年
始

動
議
士
民
摘
縁
。
と
あ
り
、
消
代
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
明
代
に
も
恐
ら
く
、
常
卒
倉
と
駐
倉
と
の
関
係
は
こ
の
よ
う
に
密
接
な
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

〔
附
〕
本
稿
作
製
に
あ
た

っ
て
は
、
東
北
大
拳
支
那
象
研
究
室
所
蔵
の
明
代
地
方
志
フ
ィ
ル
ム
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
附
記
心
て
深
く
謝
意
を
表
す

4
G

。
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Yu・pei・ts'ang預備倉 andShe-ts'ang祉倉 underthe Ming明

Ayao Hoshi 

For the Lung-ch'ing隆慶 andthe Wan-li高暦 eras，the system of 

She-ts'ang was established to displace the declining Yu-pei-ts'ang system_ 

Both were for the relief of the destitute， the old system was public， but 

the new one civiL This change runs parallel with the antecedent change 

from the Li-chia 塁甲 systemto the Hsiang-yueh郷約.Pao-chia 保甲

， system in the rural organization. and it is thought that the Yu-pei-ts'ang 

system functioned in co-operation with the Ch'ang-p'ing-ts'ang常卒倉，

Lin-ch'ing品 'ang臨清倉 andTe-chou-ts'ang徳州倉.

The Juan-juan (嬬嬬)'sInvasion of Kidara.匂-Ku品an

Ginρu Uchida 

The articles on Greater-yueh-shih大月氏 State，and Lesser yueh-shih 

小月氏 Statein Hsi-yu・chuan西域停， Wei-shu親書 are thought to be 

reliable as the historical sources. comparing with the corresponding parts 

in T'ung-tien 通典 and T'aiーがing-huan-yu-chi 太卒賓字記 which are 

considered to have survived from the original edition written by羽Tei-shou

親収. According to these records on Ta-yueh-shih State， Chi-to-lo寄多羅，

the King of the state， moved the capital westward from Lu-chien-shih 

虚監氏 Castleto Po-lo薄羅 Castleon account of the ]uan-juan's invasion. 

“Chi-to-lo'・and“Lu-chien-shih" Castle can be identified. the one with 

“Kidaraヘaterm which is found in the Greek sources and in a series of 
Kusan coins; and the other with “Balkh ぺ Theauthor agrees with 

J. Marquart's opinion that Po-lo Castle was situated at Balkan， in the south-

east corner of the Caspian sea. The article on Hsiao-yueh-shih State in 

Wei-shu; the current edition， states that Chi-to・lo'smigration to the west 

was caused by the invasion of the “Hsung-nu"旬奴. But the author 
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